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○ 本時で身に付けさせる知識や技能を明らかにしましょう。
○ 児童一人一人に確実に身に付けさせることができるよう、学習過程
の各段階の時間配分を工夫しましょう。

指導過程 児童の姿 教師の働きかけ 授業改善の視点

□ 問題を理解し、解決 ○ 興味・関心を高め、
への見通しをもってい 疑問を引き出す問題を
る。 工夫する。

□ 既習事項等を生かし、 ○ 既習事項を根拠に自
図や式などを用いて問 分の考えを筋道を立て
題解決に取り組んでい て分かりやすく表現す
る。 るよう促す。

□ 「学び合い」を通して、○ 本時の目標に迫る「学
考えを明らかにしたり び合い」となるよう、
深めたりしている。 発言や考えを整理する。

□ 学習した内容をノー ○ 児童の考えを生かし、
トなどにまとめ、理解 本時の目標に沿って学
している。 習内容をまとめる。

□ 練習問題を通して学 ○ 練習問題を通して、学
習した内容が、しっか 習内容の定着を確認す
りと身に付いたか確か る。
めている。

□ 身に付いていない内 ○ 十分身に付いていな
容について、再度練習 い児童を把握し、学習
問題を行い、定着を図 状況に応じて指導す
っている。 る。

※ １単位時間の授業展開については、上記の授業展開を基本として、学年の発達の
段階や領域、指導内容に応じて工夫することが大切です。

家庭学習では次のような課題を準備し、本時の授業との関連を図りましょう。
☆本時の練習問題を通して、学習したことをもう一度振り返る。
☆チャレンジテストを通して、学習したことを活用して新しい問題に取り組む。

○ 学習内容が十分に身に付いていない児童が、学び直したり、繰り返し
学習したりすることができる時間を位置付けることが大切です。

○ 単元の節目や終末の授業では、練習問題に取り組む時間を適切に設定す
るなど、「定着」に重点を置くことが大切です。

～すべての児童が「分かる」「できる」授業づくりを～

「授業の進め方」【算数編】

「知識・理解、技能」の定着を重視した１単位時間の授業

問題の提示に時間をかけ

すぎないようにする。

言葉や図、式などで自分

の考えを書いたり説明した

りできるよう指導する。

目指す「学び合い」のイ
メージを明らかにし、学習
形態、指名順や発問等を工
夫する。

問題把握

自力解決

・

集団解決

まとめ

練習問題

定着の時間
を確保する

家庭学習を視野に入れた指導

ノートや発言、練習問題

の解答状況等から児童の学

習状況を把握する。

習熟の程度に応じて、個

別学習、グループ学習等の

学習形態を工夫する。

定着の状況に対応できる

よう複数の練習問題などを

準備する。

単元の指導計画の作成に当たっては




